
図書室通信 2023年12月

小松高校図書室 発行

冬休み特別貸出

１２月１１日(月)から１人５冊まで

返却は１月１９日(金)まで

冬休み中の閉館

１２月２7日(水)～１月５日(金)

日時：令和５年１月３１日(水)

１５：0０～１時間程度

場所：図書室

冬の校内

ビブリオバトル



●地雷グリコ(青崎有吾)

〇変な家 ２(雨穴)

●ツミデミック(一穂ミチ）

〇傷だらけの僕らは、それでもいつか光を

みつける(汐見夏衛)

●となりのナースエイド(知念実希人)

〇ブラック・ショーマンと覚醒する女たち

(東野圭吾）

●夜明けのはざま(町田そのこ)

〇人間標本(湊かなえ）

●成瀬は信じた道をいく(宮島未奈）

●オタクを武器に生きていく(吉田尚記）

〇地球の歩き方 ディズニーの世界(地球の歩き方）

●地図で見るイスラエルハンドブック

(フレデリック・アンセル）

○自宅学習の強化書(葉一)

●動物たちは何をしゃべっているのか？(山極寿一）

〇ネコライオン(岩合光昭）

●素敵に超簡単！ポッキーケーキ(江崎美恵子）

〇ヨックモックの贈るクッキーレシピ(ヨックモック)

●OzaShinの誰でもわかる音楽理論入門(OzaShin）

〇選ばれる小論文のエッセンス(菊池秀策）

●平安のステキな！女性作家たち(川村裕子）

〇自転車に乗る前に読む本ブルーバックス(高石鉄雄）

●東大生と学ぶ語彙力ちくまプリマー新書(西岡壱誠）

〇愛とラブソングの哲学 光文社新書(源河亨）

●生成AIの核心 NHK出版新書(西田宗千佳）

〇百首で読む源氏物語平凡社新書(木村朗子）

●世界はラテン語でできている SB新書(ラテン語さん）

〇女ことばってなんなのかしら？河出新書(平野卿子）

●「さびしさ」の正体小学館YOUTHBOOKS(和田秀樹）

これから図書室に入る本を一部紹介します。

また、リクエストは随時受け付けています。

図書室に入れてほしい本があったら、気軽に

申し出てください。


